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祇垣模様くずし

九州目南海岸のミ鬼の洗濯板峯は有名である.第三

紀の砂岩で浸食ぽ強い層と比較的弱い層がゆるく傾斜

で互層し洗濯板のような景観をおよそ泌獺舅紀わた

ってくりひるげる｡その一つ一つの層の圃上には宥

垣石を重ねてそのすき間をしっくいでかためたよう匁

模様がうきぼりにされている､石垣石に相当するの

は眈較的あらく浸食に弱い砂岩らしくしっくいに相

当するのはこまかで浸食に強いらしい､多分はじ

めにあらい砂が堆積した.蔦とで水かひいて紗は固化

し体積を縮少してわれめを生じた｡ふ花たび水がさ

してきてわれめをζ凄かな砂でうめた皇こ1のく姿かえ

しは洗濯板のリズムそのものでこ葉かい砂が渚)れめ

をうめたあとまたあらい砂の堆積がおきて次の亘鰯

カミつくられてゆく.私は第三紀終はしろうと匁ので

この説明にはすこぶる自信がない｡それでも商圏の

目の下で波の音に音の砂のだ婁る青をしのんでいる

ことはたのしい.�


